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段階取得時の再測定の根拠の変化と
その示唆
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１　はじめに
　2001 年 6 月に米国財務会計基準審議会（FASB）から公表された財務会計基準書（SFAS）第
141号「企業結合」（FASB 2001b）およびSFAS第142号「のれんおよびその他の無形資産」（FASB 
2001c）では、のれんの会計処理について、償却はしてはならないと規定されることとなった
（FASB 2001c, 18 項）1。こののれんの非償却については、結論の根拠において償却期間が確定で
きない等のさまざまな理由が示されている。それ以外にも、企業によるロビイングという政治的
な要因により、のれんの償却が禁止されることとなったといわ れる（Ramanna 2008 等）2。
　山下（2015）では、このようなのれんの非償却の規定に伴って、FASB（2001b）および 2007 年



































れており、具体例として、20X1 年 12 月 31 日に、企業 Aは企業 Bの非支配持分を 35％保有して
おり、その日に、企業 Aは企業 Bの持分の 40％を追加購入し、企業 Aは企業 Bの支配を得ると
いった取引が示されている（FASB 2007, 47 項 ; IASB 2008, 41 項）。
　この段階取得においては、以前に保有していた被取得企業の持分を、取得日公正価値で再測定
し、それにより利得又は損失が生じる場合には、当該利得又は損失を、適宜、純利益（純損益）
又はその他の包括利益に認識しなければならないとされている（FASB 2007, 48 項 ; IASB 2008, 
42 項）5。従前は、投資ごとの原価の累積をもとに取得原価が算定されていた（FASB 2007, B198
項 ; IASB 2008, BC198 項）。
　このことについて、結論の背景において、FASBと IASBは、企業に対する非支配投資の保有
から、当該企業に対する支配の獲得への変化は、当該投資の性質及び投資を取り巻く経済的環境
の重大な変更に該当するという結論を下したとされている（FASB 2007, B384 項 ; IASB 2008, 
BC384 項）。そのうえで、当該変更は、当該投資の分類及び測定の変更を正当化するものとされ
ている（FASB 2007, B384 項 ; IASB 2008, BC384 項）6。
　この再測定差額の会計処理について、売却可能証券の評価差額の会計処理ではなく、売却可能
証券の認識の中止の会計処理との整合性が、根拠として挙げられている（FASB 2007, B389 項 ; 





2007, 48 項 ; IASB 2008, 42 項）。
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に関する 1人の IASBメンバー（Robert P. Garnett氏）の意見が示されている 8。そこでは、従
来保有していた被取得企業に対するすべての資本持分を公正価値で再測定することの影響につい
て、純利益ではなく、その他の包括利益の独立の内訳として認識することが主張されている
（IASB 2008, DO11 項）9。
　なお、日本基準では、連結財務諸表と個別財務諸表とで別の規定が置かれており、連結財務諸
表上の規定のみが FASB（2007）と IASB（2008）の規定と同様のものになっている 10。
３　段階取得と連結基礎概念
　この段階取得時における従来投資の再測定は、経済的単一体説を根拠として説明されることも
しばしばである（川本 2011, 184 等）。この経済的単一体説を含む連結基礎概念に関する代表的な
文献としては、Baxter and Spinney（1975）と FASB（1991）が挙げられる。Baxter and Spinney
（1975）では、資本主（所有主）概念（proprietary concept）、親会社概念、親会社拡張概念（par-
ent company extension concept）、実体概念（entity concept）の 4つに、FASB（1991）では、親






















員会 2008, 25 項 ; 2013a, 25 項）。一方、個別財務諸表上は、支配を獲得するに至った個々の取引ごと
の原価の合計額をもって、被取得企業の取得原価とすることが求められている（企業会計基準委員
会 2008, 25 項 ; 企業会計基準委員会 2013a, 25 項）。









体の資産、負債、収益、費用、利得および損失となるとされる（FASB 1991, 63 項）。さらに、す
べての子会社が完全所有の子会社である場合を除いて、連結事業体の純資産は、支配株主持分と
非支配株主持分とに区分されるが、支配株主持分と非支配株主持分はどちらも連結事業体の所有
者集団を構成するとされる（FASB 1991, 63 項）。
　この経済的単一体説を含む連結基礎概念と会計処理等の関係は、多くの文献で示されている
（Baxter and Spinney 1975; FASB 1991; 川本 2011; 黒川 1998; 桜井 2008; 高須 1998; 山地 2014
等）12。そのなかで、連結基礎概念と段階取得の関係は、たとえば、FASB（1991, 287 項 -314 項）
において議論されている。段階取得において、親会社説が採られる場合、各購入を別個の取得と
して会計処理し、取得資産および引受負債の一部の公正価値と取得価格と比例購入持分の公正価




















ている（FASB 1991, 296 項）。
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（FASB 2007, 20 項 ; IASB 2008, 18 項）16。このことの理由の 1つは、段階取得の既存の実務への










17　その批判の 1つが AIMR（1993, 28）で挙げられている。米国投資管理調査協会（AIMR）は、現
在の CFA協会（CFA Institute）の前身である。




はなく、非支配株主持分（FASB 2007, 20 項）18、移転対価（FASB 2007, 39 項 ; IASB 2008, 37 項）、
条件付取得対価（FASB 2007, 42 項 ; IASB 2008, 40 項）、および段階取得における従来投資（従来
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他の基準との不整合が生じている。たとえば、FASB（2007）や IASB（2008）でも、企業結合会
計における取得関連費用（取得関連コスト）の会計処理について、他の基準または実務と異なる




























（OIC）からは、のれんの償却を求めるディスカッション・ペーパー「Should Goodwill Still Not Be 
Amortised? - Accounting and Disclosure for Goodwill（のれんはなお償却しなくてよいか─のれんの
会計処理及び開示）」（ASBJ, EFRAG and OIC 2014）が公表されている。また、のれんの減損会計自
体を改善する動きもある。
24　その経緯等については、たとえば、辻山（2015）、羽根（2015）、松本（2015）を参照。
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